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高
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戦
後
、
新
制
大
学
を
発
足
さ
せ
た
本
学
は
、
旧
制
学
部
の
予
備

教
育
機
関
で
あ
っ
た
予
科
廃
止
に
対
応
し
て
、
新
た
な
学
生
確
保

の
方
向
を
新
制
の
附
属
高
等
学
校
併
設
に
求
め
、
一
九
五
二
（
昭

和
二
十
七
）
年
五
月
、
中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校
を
開
設
し
た
。

　

同
校
は
、
当
初
四
千
坪
の
校
地
（
借
地
）
に
木
造
校
舎
（
三
階

建
て
四
八
〇
坪
・
二
階
建
て
四
四
八
坪
）
お
よ
び
体
育
館
・
武
道

場
等
（
平
屋
建
て
二
二
〇
坪
）
の
諸
施
設
を
有
し
た
。
し
か
し
、

入
学
生
徒
数
は
予
想
を
超
え
て
急
増
し
、
五
五
年
に
校
舎
（
二
階

建
て
一
三
六
坪
）
の
増
築
を
行
っ
た
も
の
の
、
慢
性
的
な
校
舎
不

足
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
陸
上
競
技
部
（
五
六
〜
五
八
年
関
東
大
会
・
東
京

大
会
優
勝
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
五
八
年

全
国
大
会
・
国
体
東
京
都
代
表
）
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（
五
九
・
六
〇
年
全
国
優
勝
）
な
ど
、
各
種
運
動
部
の
活
躍
が
め

ざ
ま
し
く
な
る
に
つ
れ
、
狭
隘
な
運
動
場
や
体
育
施
設
の
改
善
が

強
く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
杉
並
高
等
学
校
の
教
育
環
境
を
刷
新
す
る
た
め

に
、
同
校
の
移
転
を
計
画
し
、
五
九
年
一
月
ま
ず
移
転
用
地
と
し

て
小
金
井
市
貫
井
北
町
の
農
地
一
万
一
千
余
坪
を
買
収
・
仮
登
記

し
、
同
年
九
月
に
は
同
地
を
学
校
用
地
に
地
目
変
換
し
て
登
記
を

完
了
し
た
。
次
い
で
、
六
一
年
三
月
の
評
議
員
会
で
は
、
校
舎
新

築
経
費
二
億
円
の
う
ち
一
億
円
が
新
年
度
予
算
に
計
上
・
承
認
さ

れ
、
翌
年
七
月
に
小
金
井
新
校
舎
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
杉
並
高
等
学
校
で
は
、
新
校
地
で
の
校
舎
建
設
を
促
進

す
る
た
め
、
五
九
年
六
月
に
P 

T 

A
を
中
心
と
す
る
「
中
央
大

学
附
属
杉
並
高
等
学
校
校
舎
建
設
促
進
会
」
を
結
成
し
た
。
同
会

は
、三
年
間
に
わ
た
る
募
金
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
、着
工
時
、

本
学
に
校
舎
・
講
堂
兼
体
育
館
の
建
設
資
金
と
し
て
三
千
万
円
を

寄
付
し
た
。

　

右
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
六
三
年
三
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
小
金
井
新
校
舎
本
館
（
事
務
室
ほ
か
、
四
一
九
坪
）・

一
号
館
（
教
室
、
一
、九
〇
四
坪
）・
二
号
館
（
体
育
館
兼
講
堂
、
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中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
の
開
設

六
三
三
坪
）
が
竣
工
し
、
あ
わ
せ
て
陸
上
競
技
場
や
野
球
場
な
ど

体
育
施
設
も
整
備
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
校
舎
が
完
成
す
る
二
ヵ
月
前
、
本
学
は
小
金

井
に
開
設
す
る
高
等
学
校
、
す
な
わ
ち
杉
並
高
等
学
校
の
移
転

先
を
、
新
設
の
「
中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
」（
全
日
制
普
通
課

程
、
男
子
）
と
し
て
設
置
認
可
を
得
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
と
同
時

に
、
杉
並
高
等
学
校
の
存
続
を
図
っ
て
同
校
の
学
則
変
更
（
全
日

制
普
通
課
程
、
男
子
部
・
女
子
部
併
設
）
の
認
可
も
受
け
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
法
的

手
続
き
を
経
て
、

従
来
の
杉
並
高
等

学
校
の
教
職
員
と

三
学
年
生
徒
全
員

は
当
初
の
予
定
通

り
そ
の
ま
ま
小
金

井
に
移
り
、
四
月

か
ら
附
属
高
等
学

校
教
職
員
・
生
徒

と
な
っ
た
。

　

他
方
、
学
校
施

設
の
み
と
な
る
杉
並
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
急
遽
杉
並
高
等
学

校
改
組
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
同
委
員
会
の
も
と
教
職
員
採
用
と

生
徒
募
集
が
矢
継
ぎ
早
に
進
め
ら
れ
、
新
規
の
教
職
員
と
新
一
年

生
に
よ
り
四
月
か
ら
発
足
し
た
。

　

新
設
の
中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
は
旧
杉
並
高
等
学
校
の
小
金

井
移
転
に
と
も
な
う
校
名
改
称
で
あ
り
、
学
則
を
改
正
し
て
存
続

し
た
新
杉
並
高
等
学
校
は
全
く
の
新
設
校
で
あ
る
と
い
う
の
が
実

態
で
あ
っ
た
。

　
『
中
大
杉
並
高
校
新
聞
』
第
五
一
号
（
六
三
年
一
月
二
十
日
）

に
よ
れ
ば
、
小
金
井
移
転
を
ひ
か
え
た
岩
本
春
市
杉
並
高
等
学
校

長
は
生
徒
に
対
し
て
、「
校
名
が
中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
と
改

ま
っ
て
い
る
の
で
、
形
の
上
で
は
あ
た
か
も
新
設
校
で
あ
る
か
の

ご
と
き
観
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
事
実
現
在
の
中
央
大
学
杉
並
高
等

学
校
校
舎
を
活
用
し
て
、
新
機
構
、
新
組
織
を
も
と
に
、
男
子
部
・

女
子
部
の
生
徒
を
新
し
く
募
集
し
て
新
発
足
せ
ん
が
た
め
に
採
ら

れ
た
、
手
続
上
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
か
よ
う
な
形
と
な
っ
た
の

で
、決
し
て
附
属
高
等
学
校
が
新
ら
し
く
発
足
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
た
現
杉
並
高
校
が
古
い
ま
ま
の
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
杉

並
高
校
の
方
が
新
組
織
の
も
と
に
新
発
足
す
る
の
で
あ
る
」
と
説

明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
実
情
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

竣工時の中央大学附属高等学校全景（1963 年 4月）


